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○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
土
木
費
で
、

道
路
・
橋
梁
の
維
持
修
繕
、

新
設
改
良
の
経
費
、
都
市
基

盤
河
川
御
用
川
・
奈
坪
川
、

準
用
河
川
、
普
通
河
川
の
整

備
な
ど
に
要
す
る
経
費
、
岡

本
駅
周
辺
整
備
費
、
小
幡
・

清
住
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
な
ど
に
要
す
る
土
地
区

画
整
理
事
業
費
、
市
内
の
公

園
施
設
の
維
持
修
繕
、
整
備

等
の
経
費
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤
河

川
奈
坪
川
ト
ン
ネ
ル
流
出
水

路
整
備
工
事
な
ど
に
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

質
　疑
　自
転
車
駐
車
場
等

管
理
費
で
、
歳
入
２
億
400
万

円
余
、
歳
出
１
億
５
千
400
万

円
余
を
計
上
し
て
い
る
が
、

差
額
の
約
５
千
万
円
は
、
収

益
を
見
込
め
る
と
い
う
こ
と

か
。
ま
た
、
今
後
の
駐
車
場

施
設
の
修
繕
等
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

説
　明
　有
料
の
自
転
車
駐

車
場
は
11
箇
所
あ
り
、
27
年

度
は
約
５
千
万
円
の
収
益
を

見
込
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

今
後
、
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
く
。

質
　疑
　自
転
車
走
行
空
間

の
27
年
度
の
整
備
予
定
は
。

説
　明
　
現
在
、
市
自
転
車

の
ま
ち
推
進
計
画
の
優
先
整

備
路
線
31
路
線
の
う
ち
25
路

線
の
整
備
を
完
了
し
て
お
り
、

27
年
度
は
、
２
路
線
、
約
1.5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

意
　見
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、

市
民
の
合
意
形
成
が
で
き
て

い
な
い
中
で
の
事
業
実
施
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議
案

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論
　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
消
防
費
で
、

消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
更
新
整
備
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
の
消
防
施
設
整
備

費
を
、
教
育
費
で
、
宮
っ
子

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
地
域
協
議

会
活
動
推
進
事
業
な
ど
の
た

め
の
家
庭
・
地
域
教
育
推
進

費
、
上
河
内
・
河
内
地
区
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営

の
た
め
の
体
育
施
設
管
理
費
、

宮
原
運
動
公
園
野
球
場
解
体

工
事
実
施
設
計
業
務
委
託
な

ど
の
た
め
の
体
育
施
設
等
整

備
費
な
ど
を
計
上
す
る
も
の
。

質
　疑
　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
任
用

経
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

不
登
校
や
問
題
行
動
の
あ
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
学
校

は
関
係
機
関
と
ど
の
よ
う
な

連
携
と
対
応
を
図
る
の
か
。

説
　明
　児
童
・
生
徒
の
不

登
校
や
問
題
行
動
が
心
理
的

な
も
の
に
起
因
す
る
場
合
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
と
の
連
携
を
、
問
題
行
動

が
暴
力
行
為
等
に
至
る
事
件

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
警
察

と
連
携
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
個
別

の
ケ
ー
ス
会
議
を
設
け
、
課

題
の
解
決
に
努
め
て
い
く
。

委
員
会
の
結
論
　
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
奨
学
金
貸
付
条

例
の
一
部
改
正

議
案
の
概
要
　教
育
の
機
会

均
等
及
び
充
実
を
図
る
た
め
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学
、

短
期
大
学
な
ど
に
修
学
で
き

な
い
者
へ
学
資
を
貸
し
付
け
、

市
の
振
興
に
寄
与
す
る
有
為

な
人
材
を
育
成
し
、
市
の
少

子
化
対
策
及
び
定
住
促
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
た
に
育
英
修
学
資
金
の
貸

し
付
け
を
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論
　全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
総
務
費
で
、

河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及

び
河
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
合
築
工
事
に
要
す
る
河
内

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
建
設
継

続
事
業
な
ど
を
、
民
生
費
で
、

障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
の
障
が
い
者
自
立
支

援
費
、
高
齢
者
の
入
所
・
通

所
施
設
整
備
な
ど
の
補
助
等

に
要
す
る
老
人
福
祉
施
設
運

営
等
助
成
費
な
ど
を
、
衛
生

費
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

た
予
約
受
付
体
制
整
備
等
に

要
す
る
健
康
診
査
費
な
ど
を

計
上
す
る
も
の
。
ま
た
、
継

続
費
に
つ
い
て
、
上
河
内
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業
な
ど
に
設
定
す
る
も

の
。

質
　疑
　
上
河
内
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
で
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

民
俗
資
料
館
の
移
設
を
あ
わ

せ
て
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

必
要
面
積
は
確
保
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
十
分
に
住
民
理

解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

説
　明
　
大
規
模
改
修
に
よ

り
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の

機
能
は
、
１
・
２
階
部
分
に

集
約
で
き
る
た
め
、
３
階
部

分
の
有
効
活
用
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
地

元
住
民
と
の
意
見
交
換
に
お

い
て
、
老
朽
化
の
進
む
民
俗

資
料
館
の
移
設
を
希
望
す
る

声
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

改
修
に
伴
う
合
築
を
決
定
し

た
。

委
員
会
の
結
論
　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
手
当
支
給
条
例
の
制
定

議
案
の
概
要
　
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
役
立
て
、
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
遺
児
手

当
、
児
童
福
祉
手
当
、
母
子

家
庭
等
児
童
入
学
祝
金
及
び

母
子
家
庭
等
援
護
費
の
支
給

制
度
を
見
直
し
、
新
た
に
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
手
当
を
支

給
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論
　
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
商
工
費
で
、

中
小
企
業
の
資
金
調
達
を
円

滑
に
し
、
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
金
融
対
策
費
な

ど
を
計
上
す
る
も
の
。

質
　疑
　
栃
木
Ｓ
Ｃ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
建
設
補
助
金
の
概
要

と
、
市
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
へ
の
支
援

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

説
　明
　
こ
の
補
助
金
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
に
必
要
な
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
建
設
を
支
援
す
る

も
の
で
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
地
域
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
活
用
も
考
慮
し
、

１
千
500
万
円
を
上
限
に
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

市
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
に
対
し
て
は
広

報
活
動
な
ど
の
活
動
環
境
の

向
上
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
回
と
同
様
の
事
案
が
生
じ

た
場
合
は
、
具
体
的
な
状
況

を
確
認
し
た
上
で
、
市
の
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
結
論
　
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市

競
輪
特
別
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
歳
入
で
、
137

億
４
千
500
万
円
余
の
事
業
収

入
や
他
の
競
輪
場
で
開
催
さ

れ
る
特
別
競
輪
な
ど
の
受
託

場
外
車
券
売
り
場
開
設
に
伴

う
競
輪
場
貸
付
料
な
ど
を
計

上
し
、
予
算
総
額
を
144
億
５

千
502
万
９
千
円
に
す
る
も
の
。

質
　疑
　
今
後
も
安
定
的
に

競
輪
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

説
　明
　
競
輪
フ
ァ
ン
の
減

少
、
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
を
迎
え

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
諸
経
費
の
縮
減
を
図
る

と
と
も
に
、
開
催
の
運
営
方

法
の
見
直
し
に
取
り
組
む
な

ど
、
市
の
財
政
に
大
き
く
寄

与
す
る
事
業
と
し
て
、
健
全

な
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
結
論
　
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
27
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
予
算

議
案
の
概
要
　
総
務
費
で
、

市
庁
舎
等
管
理
費
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運

用
な
ど
に
要
す
る
情
報
化
推

進
費
、
電
算
処
理
に
要
す
る

情
報
シ
ス
テ
ム
費
な
ど
を
、土

木
費
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に

向
け
た
、
軌
道
事
業
者
に
よ

る
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
委
託
な
ど
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
す
る
も
の
。

質
　疑
　
バ
ス
路
線
新
設
社

会
実
験
を
行
っ
た
中
心
市
街

地
南
循
環
線
と
平
松
本
町
線

に
対
し
、
自
主
運
行
移
行
円

滑
化
補
助
金
を
計
上
し
て
い

る
が
、
南
循
環
線
の
街
な
か

で
の
乗
車
率
が
低
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
中
、
補
助
金

の
支
出
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
の
か
。

説
　明
　
日
中
の
買
い
物
や

通
院
で
の
利
用
が
中
心
で
あ

り
、
通
勤
・
通
学
者
な
ど
の

新
た
な
需
要
の
取
り
込
み
の

た
め
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
ま
で

つ
な
が
る
ル
ー
ト
で
今
後
、

運
行
予
定
で
あ
る
。

質
　疑
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推
進

費
で
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

委
託
な
ど
６
千
万
円
余
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
業
務
内
容
か
。

説
　明
　
今
後
、
軌
道
事
業

の
特
許
取
得
や
工
事
施
工
認

可
な
ど
の
事
務
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
、
民
間
軌
道

事
業
者
か
ら
軌
道
施
設
な
ど

の
設
計
に
関
す
る
こ
と
や
関

係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
に

当
た
っ
て
の
指
導
・
助
言
な

ど
、
専
門
的
な
技
術
・
知
識

を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

意
　見
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
全

体
像
や
総
額
が
明
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
事
業
に
対
す
る
市

民
の
理
解
度
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
中
、
軌
道
の
詳
細

設
計
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

委
員
会
の
結
論
　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
。

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

【表　紙】

※陳情の場合は表紙は不要です。

【本　文】

請　願　書

（紹介議員）

○○に関する請願（陳情）

1. 趣旨

2. 請願〔陳情〕事項

平成○年○月○日
住所
氏名（代表者）　　　　  印

宇都宮市議会議長
　　　○○　○○様

印

（1）
（2）
（3）

請
願
書
の
記
載
例

　
教
育
・
環
境
・
福
祉
・
医
療
・
交
通
、
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
「
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
の
に
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
市
政
の

要
望
や
意
見
な
ど
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」
、
な
い
も
の

を
「
陳
情
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
も
の
は
、
市
長
に

そ
の
実
現
を
要
望
し
た
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
や
要

望
書
を
提
出
し
た
り
し
ま
す
。

　
請
願
は
必
ず
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
陳
情
の
場
合
、
市

の
事
務
に
属
さ
な
い
も
の
、
明
ら
か
に
実
現
性
の
な
い

も
の
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
「
議
長
預
か
り
」
と
な

り
、
審
議
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
願
や
陳
情
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
、
提
出
者
の

希
望
に
よ
り
、
委
員
会
で
説
明
及
び
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
提
出
方
法
】

　
請
願
・
陳
情
は
、
一
人
で
も
団
体
で
も
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
記
載
例
に
し
た
が
い

日
本
語
で
趣
旨
、
請
願

（
陳
情
）
事
項
を
わ
か

り
や
す
く
記
載
し
、
署

名
又
は
記
名
押
印
し
た

も
の
を
、
直
接
、
議
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
議
事
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

（
６
３
２
）
２
６
０
８

※スクールソーシャルワーカー…児童・生徒の問題行動等の背景に応じ、学校と福祉等の関係機関をつなぎ、解決を支援する専門家のこと。
　スクールカウンセラー…児童・生徒の学習や生活上の様々な問題について、本人や保護者、教師の相談に応じる、心の専門家のこと。

※

▲自転車走行空間が整備された道路

▲更新が予定される消防緊急通信
　指令システム

▲中心市街地南循環線バス


